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1. はじめに

スマートフォンなどの GPS を搭載したデバイスや高速
通信の普及により，位置に基づくソーシャルネットワーク
（Location-Based Social Networks, LBSN）[1] が流行して
いる．各 LBSN は独立しているが，「ある人物がある時刻に
ある場所にいた」といった共通の機能が数多く存在している．
そこで，開発者が容易に LBSNを構築するために，共通の機
能をまとめたフレームワークが求められている．
我々のグループでは，LBSNを構築するための LBSNツー

ルキットの研究開発を進めている [2]．ツールキットでは，複
数のイベントを組み合わせることでより高次の意味的なイベ
ント検出を図る．
共通する機能を整理した知識体系として，以下の三つの理

由からオントロジに着目した．一つ目は，複数のイベントを
組み合わせるといった複雑な知識体系を表現できること．二
つ目は，計算機による意味的な処理が可能であること．三つ
目は，再利用可能なオントロジが公開されていることである．
本研究は，ツールキットで利用するための LBSNオントロジ
の構築を目的とする．

LBSN におけるイベントを，「任意の位置・時刻に起こる
出来事で，人やメディアコンテンツが関連するもの（ただし，
メディアコンテンツは任意）」と定義し，イベントの概念を
中心に LBSNオントロジの設計を行った [3]．LBSNオント
ロジは，LBSNに共通する機能を概念レベルで表現する概念
オントロジと，各 LBSNに依存するアプリケーションオント
ロジから構成される．本研究では，特に概念オントロジを扱
う．概念オントロジには，イベントの概念，ソーシャル関係
の概念，地理・空間の概念，および時間の概念の４つの概念
がある．イベントの概念を除いた各概念は，既存のオントロ
ジから推論に最小限必要な語彙の統合を行った．しかし，高
次の意味的な推論を可能とするためには，イベントの概念を
拡張する必要がある．そこで，LBSNオントロジと類似した
概念から構成される行動表現のオントロジに着目した．
本研究では，行動表現のオントロジから，活用可能な概念

を取り入れ，LBSN オントロジの構築を行った．以下では，
関連研究として既存の行動オントロジの紹介をする．次いで，
LBSNオントロジの概要と構築について述べる．

2. 行動表現のためのオントロジ

ユーザのコンテクストをモデル化するためのオントロジや
語彙については，様々な研究がなされてきた．ここでは，代
表的な行動表現のためのオントロジである，PalSPOT[4]と
CoBrA-Ont[5]について説明する．これらのオントロジのモ
デリングの考え方を参考にし，LBSNオントロジにおけるイ
ベントの概念を設計する．
2.1 PalSPOTオントロジ

PalSPOTプロジェクトには，個人の行動とソーシャルな行
動をモデリングした activity ontologyがある [4]．ここでは，
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図 1: LBSNオントロジの概要

行動のサブクラスとして，個人の行動と，二人以上の人が関
わるソーシャルな行動が定義されている．また，人間の行動
は粒度が異なることに着目してモデリングした，multilevel
activity ontologyがある [6]．ここでは，行動を粒度の小さい
順にジェスチャ，操作的なジェスチャ，シンプルな行動，複
雑な行動の四つの粒度で定義している．ジェスチャは，最も
シンプルで分解できない（例：ドアを押す），次に，操作的
なジェスチャは，ジェスチャの集合（例：ドアを開ける），シ
ンプルな行動は，時間的なシーケンスを加えた複数の操作的
なジェスチャ（例：｛１．食器を取る→２．食器洗浄機のドア
を開ける，・・・｝→食器を洗う），複雑な行動は，シンプルな
行動が数分から数時間の間に発生する行動（例：｛テーブル
を拭く，食器を洗う｝→片づけ）と定義されている．複雑な
行動を階層的に分解し，階層関係を構築している．
2.2 CoBrA-Ontオントロジ

CoBrA-Ontでは，場所，エージェント，および行動をモ
デリングしている．場所ではサブクラスとして，これ以上分
解することができないシンプルな場所と，場所を包含する複
合的な場所が定義されている．たとえば，講義室 Aはシンプ
ルな場所を表し，講義室 Aを含む建物 Xは複合的な場所で
あり，また，建物 Xを含む大学 Nもこれに含む．包含関係
を利用することで，講義室 Aにいる人物は大学 Nに来てい
るということを推論可能とする．

3. LBSNオントロジの概要

LBSNオントロジを図 1に示す．LBSNオントロジでは，
LBSNに共通する機能を概念レベルで表現する概念オントロ
ジと，各 LBSNに依存するアプリケーションオントロジに分
ける．以下では，それぞれについて述べる．
3.1 概念オントロジとアプリケーションオントロジ
概念オントロジは，LBSN に共通する概念をモデリング

する．共通する概念は，イベントの概念として表現し，既存
のオントロジから推論に最小限必要な語彙の統合を行った．
活用したオントロジは，ソーシャル関係の概念を表現する
FOAF（Friend Of A Friend）[7]，地理・空間の概念を表現
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図 2: Locatedクラス

する GeoSPARQL[8] で用いられている Simple Features
モデル，および時間の概念を表現する Time Ontology[9]
である．
アプリケーションオントロジでは，各 LBSN に依存する

固有の概念をモデリングする．モデリングの方法には，概念
オントロジを特殊化していく方法と，新しい概念体系を構築
する方法がある．例として，学園祭を想定した LBSNの，固
有の概念である学園祭の企画を考える．企画の「場所」は，
概念オントロジの地理・空間の概念を使って特殊化する．た
とえば，区画，建物，講義室がある．模擬店といった企画の
「種類」は，新しい概念として構築する必要がある．
3.2 イベントの概念
イベントの概念は，ソーシャルな関係の概念，地理・空間

の概念，および時間の概念をもつ．PalSPOTプロジェクト
から，行動の粒度と，個人とソーシャルな行動の考え方を取
り入れ，イベントの概念を詳細化した．図 1の Eventクラス
は，以下の階層関係をもつ．

• PrimitiveEvent：これ以上分解できない Event

• CompositeEvent：複数の Eventからなる Event

– IndividualEvent：個人の Event

– SocialEvent：二人以上の人物が関わる Event

3.3 地理・空間の概念の拡張
イベントの概念を特殊化するために，アプリケーションに

応じて，イベントの概念に関わる各概念も特殊化する場合が
ある．
たとえば，学園祭 LBSNにおいて，講義室の一つを使った

屋内企画を考える．この企画を表現するために，前述のアプ
リケーションオントロジで特殊化した地理・空間の概念を使
う．企画の「場所」を特殊化した講義室と建物は，建物の中
に講義室が存在するという包含関係にある．しかし，現在の
地理・空間の概念では，包含関係を表現できない．そのため，
CoBrA-Ontオントロジの，場所の包含関係を表す考え方を
取り入れ，地理・空間の概念を拡張した．
図 1の Featureクラスには，場所の包含関係を表すサブ

クラスを二つ設ける．

• PrimitiveFeature：これ以上分解できない Feature

• CompositeFeature：複数の Featureからなる
　　　　　　　　　　 Feature

4. LBSNオントロジの構築

LBSNに共通する概念のモデリング例を述べる．図 2と図
3は，構築した LBSNオントロジの一部である．
図 2は，「ある人物がある時刻にある場所にいた」というイベ

ントをモデリングした Locatedクラスの定義である．Located
は，一人の人物 Personが，ある瞬間的な時刻 Instantに，
ある一点 Point にいたことを定義する．Located の階層関
係は，これ以上分解できない PrimitiveEventのサブクラス
に位置づける．Person，Instant，および Pointは，それぞ
れの概念のサブクラスである．
図 3 は，「複数の人物がある時点で近くにいた」とい

うイベントをモデリングした ClosePeople クラスの定義
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図 3: ClosePeopleクラス

である．ClosePeople は，二人以上の人物の Located で
構成される．距離的な近さは，アプリケーションに応じて
定義されるもので，nearLocation データプロパティで表
される．ClosePeople は，複数の Event を組み合わせた
CompositEvent であり，二人以上の人物が関わっているこ
とから，CompositEventのサブクラスの SocialEventであ
る．ClosePeople は，SocialEvent のサブクラスとして定
義する．

LBSNにおける共通の概念は，Locatedを基本として表現
できる．今回扱わなかった個人のイベント IndividualEvent

には，ある人物の移動を表現するイベントや，ある人物が特
定の場所に滞在していたことを表現するイベントなどがある．

5. まとめと今後の展望

本稿では，行動表現のためのオントロジを紹介し，LBSN
をモデリングする上で再利用可能な概念について述べた．さ
らに，再利用可能な概念を取り入れ，LBSNオントロジの構
築を行った．
最近の研究では，建物内のモデリングについて [10] で議

論されている．今後はこのような研究の動向を注視していく．
また，LBSNオントロジを使った推論ができることを確認す
る予定である．
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